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個別学習を支援するコンピュータ活用の研究

－中学校数学科第１学年「数について」における学習コンテンツの開発を通して－

森 孝太郎情報教育部情報教育班 長期派遣研修員（川崎町立池尻中学校 教諭）

１ 研究主題についての説明

(1)主題の意味

個別学習を支援するとは，個々の学習による理解の高まりを認め，補充説明をしたり，個に応じた学

， ， 。習課題を示し 繰り返し学習をさせたりすることで 生徒がより深く理解できるようにすることである

個別学習を支援するコンピュータ活用とは，コンピュータを用いることにより，生徒一人一人が自分

のペースで学習課題に取り組むことができ，さらに，教師がその学習状況を的確に把握し，指導に生か

すことができるようにすることである。

(2)副題の意味

「数について」における学習コンテンツとは，ネットワークに接続したコンピュータにおいて，生徒

一人一人が習熟の程度に応じた四則計算を学習することができる生徒用ソフトウェアと教師が生徒の学

習状況を把握することができる教師用ソフトウェアのことである。

(3)主題設定の理由

ア 社会の要請から

TIMSS2003の調査結果を基にした分析では 「基礎・基本の確実な定着という観点から，計算力の向上，

が求められており，その際，生徒の実態に応じた適切な教材を用いて反復練習など計算の処理技能を高

めるための指導の手だてを具体的に講じることが重要である 」 と提言されている。また，学習指導要。 1)

領解説－数学編－には 「数と式領域における計算等についての基礎的・基本的な内容の確実な定着を図，
2）るために，個々の生徒に応じて，補充，習熟といった学習にコンピュータを活用するよう配慮する 」。

と示されている。以上のことから，本研究における学習コンテンツの開発は，意義があると考える。

イ これまでの指導の反省から

昨年度は，個別指導やグループ別指導等による個に応じた

指導の充実を図った。その結果，４月のNRT全国標準学力検査

と比較して11月の学習到達度診断の結果で偏差値平均を向上

させることができた。しかし，１段階の生徒の割合は変化が

なく（図１ ，分析から「数について」の基礎・基本の定着が）

十分でなかったために，その後の学習内容を理解できずにい

たことが分かった。当時の指導を省み，これらの生徒はつまずきの要因が数のとらえ方やくり上がりが

できないなど様々で，多数いることから，一人一人にきめ細かい指導を十分にできなかったことが原因

と考えられる。指導の充実を図るためには，個に応じた学習段階の問題を与え，自力で解答できるよう

にすることで基礎・基本の定着を図るとともに成就感を味わわせ，学習の進捗状況を知らせることで学

習意欲を継続させること。そして，教師が生徒一人一人のつまずきの要因を把握してきめ細かい指導に

生かしていくことが必要である。この手だてを充実したものとするためには，コンピュータ活用が有効

であると考える。コンピュータを活用することにより，生徒用コンピュータで，生徒に応じた学習課題

に取り組ませ，さらに学習の進捗状況を表示することや，教師が教師用コンピュータの画面で生徒一人

一人の学習状況を把握して指導に生かすことが可能である。以上により，本主題を設定した。

２ 研究の目標

個別学習を支援するコンピュータ活用の研究を行い，中学校数学科第１学年「数について」における

学習コンテンツを開発する。
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図１ 学力検査結果の分布
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３ 研究の見通し

生徒の思考過程に応じて問題や「考え方」の提示を行うプログラムに関する一方途を明らかにし，学

習コンテンツ（生徒用ソフトウェア，教師用ソフトウェア ，教師用マニュアルを次の内容で開発する。）

(1)生徒用ソフトウェア

○ 課題を選択できるように，起動時に複数の学習項目の提示ができる。

○ 生徒の学習状況（取り組んだ問題，誤答）に応じた問題 「考え方」の提示ができる。，

○ 生徒の学習状況に応じた復習プリントを作成することができる。

○ 生徒の学習の進捗状況を画面上のキャラクターの移動やグラフを用いて視覚的に表示ができる。

○ 生徒の実態に応じた問題や「考え方」の提示を行うソフトウェアに調整することができる。

(2)教師用ソフトウェア

○ 生徒の学習状況を画面に表示することができる。

(3)教師用マニュアル

○ ソフトウェアの機能や使い方，設定方法等について，表示画面等を用いた文書により説明する。

なお，ソフトウェアは多くの学校で使われているMicrosoft社の「Excel2003 「PowerPoint2003」」，

で作成する。

４ 研究の内容

(1)文献・資料による研究

ア 個別学習の展開

個別学習の指導にあたっては，生徒一人一人の能力・適性，興味・関心等に応じるため，個々の生徒

の実態に応じた学習課題の提示や適切な支援が必要である。本研究では，コンピュータを使い，個別の

実態に応じた学習の展開ができるように，課題の選択，答えを基にした診断，そして診断を次の学習に

生かす三つのステップで構成するコンテンツを開発することとした（表１ 。）

表１ 学習のステップ
ステップ ① ② ③

流 れ 選択した学習の展開 学習結果の診断 診断に基づいた学習の展開

自らの学習状況を基に， ステップ①の問題に対する答 診断を基にした問題 「考え方」を提示する。，

内 容 学習課題を選択できるよう えから，どの様な思考過程によ ・学習状況に応じた問題を提示。

に学習項目を提示し，選択 る答えであるかを分析し，学習 ・提示した「考え方」で理解を促すことが難し

。 ， 「 」 。によって問題を提示する。 状況に応じた学習の診断を行う い場合は さらに基本的な 考え方 を提示

イ 学習結果の診断

個の学習状況に応じた学習の展開を行う上で，ステップ②における診断で，生徒の誤った答えから適

切な問題や「考え方」の提示ができるようにしなくてはならない。その診断の資料として 「誤答の多，

くは一貫した考えによって得られた結果である 」 という吉田の考えを参考にした。例えば，36＋28。 3)

の問題に対して54という誤答は繰り上がるべき数を足さなかった結果であり，154という誤答は十の位

に繰り上がった１を百の位にもってきて得た結果であると考えられる。つまり，繰り上がりの誤答につ

いて，この様な誤った「一貫性」があるということである。この考えを基にして，ステップ②では，想

定される生徒の誤答を基にして思考過程の分析を行い，学習状況に応じた診断を行うようにした。この

生徒の思考過程を基にした診断は，ステップ③において適切な問題や「考え方」の提示を行うために有

効であると考える。

ウ 「数について」に関するつまずき

算数・数学科における 数について に関するつまずきとして 芳沢は 小学校算数で10パターン 数「 」 ， 「 （

の意味，くり上がり・くり下がり，検算，概算，個数・量，小数のかけ算・わり算，通分・約分と帯分

数，分数のかけ算，分数のわり算，計算の規則）と中学校数学で３パターン（数直線，負の数，累乗・

絶対値）の計13パターン」 を示している。さらに，つまずきと学習内容との関連や説明の仕方等につ4)

いて，例えば「数直線」におけるつまずきでは，負の数を含めた四則計算においては，数の大小関係を

確実に理解させる必要があり，そのためには視覚的に数をとらえさせるために「数直線」を理解させて

おくことが重要であること。また 「数直線」の導入で，東西の移動等の身近な事象を用いることで効，




